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世帯 と 家族

・「世帯」の定義 （国勢調査）

・1980年まで

… 普通世帯， 準世帯

・家族 … 配偶関係や血縁関係に基づく親族関係
を基礎に成立する小集団 （広辞苑）

・1985以降

… 一般世帯， 施設等の世帯

・「施設等の世帯」の割合
（2015年）

・世帯数 … 0.22％
・世帯人員 … 2.20％
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世帯状況の長期推移（全国）

一般世帯

・高度経済成長期以降，世帯数は一貫して増加。

・その一方で，1世帯あたり人員は減少。

… この間の世帯状況にはどんな変化が？

転換点は1990
↓

・1965年は「一般世帯」が不明のため，
前後年の平均をあてている。
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・「指数」による表現

・ケタが異なる3指標を1つのグラフに表すのは無理なので，

1990年＝100とする指数にして↓

・「１世帯あたり人員」の分子は「一般世帯人員」。

・1990年以降，人口停滞の一方で，世帯数は
増え続け，1世帯人員は減り続け。
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世帯規模

・世帯人員別
一般世帯数 ⇒

… 高度経済成長期，
世帯の分解が進行。

・これは「生業単位とし
ての世帯」＝自営業世
帯（農家，商店）が減少
し，その世帯員の多くが
流出したため。

・加えて1990年以降，
出生数の減少＝少子
化が進行。

・地方産業の空洞化
⇒ 大都市へ人口流出
⇒ ますます小世帯化
… 
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（全国）

世帯の
家族類型

（単位：1,000）
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主要３分類の推移

％

・単独（1人）世帯の急増は何を意味？
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絶対数→

構成比

・近い将来，気になる変化

… 人口減少で頭打ちとなる
一般世帯に対して，施設の入
居者は増え続けるはず。

・少子化により，シェアハウスや"拡大家族"的な
世帯が増加？

②施設等世帯人員

％

①非親族世帯

… 比率は僅少だが … 
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